
第
二
学
年

組

国
語
科
学
習
指
導
案

指
導
者

単
元
名

漢
詩
に
親
し
も
う

教
材

「
漢
詩
の
風
景
」

一

指
導
事
項

第
二
・
三
学
年
「
Ｃ
読
む
こ
と
」

ウ

表
現
の
仕
方
や
文
章
の
特
徴
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
。

「
言
語
事
項

（
１
）

ウ

抽
象
的
な
概
念
な
ど
を
表
す
多
様
な
語
句
に
つ
い
て
の
理
解
を

」

深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

↓

＊
新
学
習
指
導
要
領

第
二
学
年
「
Ｃ
読
む
こ
と
」

（
１
）
ウ

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し

て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

イ

古
典
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
触
れ
、
作
者
の
思
い
な
ど

を
想
像
す
る
こ
と
。

二

単
元
の
評
価
規
準

ア

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

イ

読
む
能
力

ウ

言
語
事
項

①

漢
詩
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
内

①

漢
詩
の
表
現
を
手
が
か
り
に

①

漢
詩
特
有
の
表
現
や
語
句
の

容
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
て
、
情
景
や
昔
の
人
の
心
情
を

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
こ
と
が

る
。

で
き
る
。

三

単
元
に
つ
い
て

○

本
単
元
の
指
導
事
項
と
し
て
、
第
二
・
三
学
年
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
ウ
「
表
現
の
仕
方
や
文
章
の
特
徴
に
注
意
し

て
読
む
こ
と

」
を
考
え
て
い
る
。

。

生
徒
は
、
一
学
年
で
故
事
成
語
を
学
習
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
の
成
語
が
現
在
の
日
常
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
る

、

。

、

こ
と
を
感
じ
取
っ
た
結
果

古
典
と
現
代
と
の
結
び
つ
き
に
気
付
い
て
い
る

こ
の
一
学
年
で
の
学
習
を
ふ
ま
え
て

二
学
年
で
は
、
漢
詩
特
有
の
構
成
や
展
開
、
調
子
等
を
学
習
し
て
、
漢
詩
の
情
景
や
背
景
な
ど
を
読
み
取
り
、
作
者

の
心
情
を
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
詩
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
ふ
れ
る
学
習
活
動
を
設
定
す

る
こ
の
よ
う
な
学
習
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
現
代
社
会
に
も
通
じ
る
も
の
を
感
じ
取
り
、
自
己
の
生
き
方
を
豊
か
な
も

の
に
し
て
い
く
よ
す
が
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

○

本
学
級
は
、
男
子

名
、
女
子

名
の
計

名
の
生
徒
数
で
あ
る
。
事
前
調
査
に
よ
る
と
、
一
学
年

で
学
習
し
た
故
事
成
語
に
つ
い
て
は

「
書
き
下
し
文
が
す
ら
す
ら
読
め
る

「
だ
い
た
い
読
め
る
」
と
い
う
生
徒
が

、

」

約

割

「
故
事
成
語
の
表
す
意
味
が
わ
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
生
徒
が
約

割
で
あ
っ
た
が
、
言
葉
の
意
味
を
暗

、

記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
古
典
の
学
習
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
ま
た

「
古

、

典
の
学
習
が
好
き
」
と
答
え
た
生
徒
は

名
（
約

％
）
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は

「
す
ら
す
ら
音
読
で
き
る

、

の
が
楽
し
い

「
内
容
が
理
解
で
き
る
と
楽
し
い

「
現
代
語
訳
す
る
の
が
楽
し
い
」
な
ど
で
あ
っ
た

「
古
典
の

」
、

」
、

。

学
習
が
嫌
い
」
と
答
え
た
生
徒
の

割
は

「
古
文
が
読
み
に
く
い

「
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
を
そ
の
主
な

、

」
、



理
由
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
課
題
と
し
て
は
、
音
読
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
へ
の
抵
抗
感

を
軽
減
す
る
こ
と
と
、
古
典
内
容
を
理
解
し
、
現
代
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
古

典
に
興
味
・
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○

以
上
の
こ
と
か
ら
、
単
元
「
漢
詩
に
親
し
も
う
」
を
設
定
す
る
。
生
徒
の
実
態
か
ら
、
古
典
学
習
へ
の
抵
抗
感

を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
ず
、
す
ら
す
ら
音
読
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
、
漢

詩
は
特
有
の
調
子
を
も
っ
て
お
り
、
繰
り
返
し
音
読
さ
せ
る
に
は
、
適
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
指
導
に

あ
た
っ
て
は
、
読
み
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
音
読
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
漢
詩
に
親
し
み
を
も
た

せ
、
訓
読
の
仕
方
や
漢
詩
特
有
の
調
子
を
つ
か
ま
せ
る
。
次
に
、
李
白
の
『
静
夜
思
』
を
一
斉
学
習
形
態
で
学
習
さ

せ
る
。
情
景
を
読
み
と
ら
せ
た
後
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
訳
詩
を
作
ら
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の

思
い
を
感
じ
と
ら
せ
、
漢
詩
へ
の
興
味
を
も
た
せ
た
い
。

さ
ら
に

『
静
夜
思
』
で
習
得
し
た
方
法
を
応
用
し
て
、
教
科
書
教
材
の
『
黄
鶴
楼
～
』
を
グ
ル
ー
プ
で
漢
詩
を

、

読
み
味
わ
う
活
動
を
行
わ
せ
る
。
そ
の
後
、
教
科
書
教
材
の
『
春
暁

『
絶
句
』
か
ら
一
編
を
選
ば
せ
、
こ
れ
ま
で

』

の
学
習
方
法
を
活
用
さ
せ
て
個
人
で
漢
詩
を
読
み
味
わ
わ
せ
る
。

漢
詩
学
習
の
ま
と
め
と
し
て
、
四
編
の
漢
詩
を
読
み
味
わ
っ
て
、
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
さ
せ
、
現
代
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
感
得
さ
せ
た
い
。



四 単元の指導計画・評価計画

指導事項 第２・３学年「Ｃ読むこと」 ウ 表現の仕方や文章の特徴に注意して読むこと。

単元の評価規準 ○ 漢詩に興味を持ち、その内容をとらえようとしている。

○ 漢詩の表現の特徴を手がかりにして、情景や昔の人の心情を自分の言葉でまとめることができる。

○ 漢詩特有の表現や語句の意味を理解することができる。

配 具体の評価規準 学習活動(言語活動) 指導上の留意点 (関心・意欲・態度) (話す・聞く、書く、読む、知識・理解・技能)

時 (評価の方法) おおむね満足できる状況【B】 十分満足できる状況【A】

関：漢詩に興味を持って、音 １学習のねらいや流れを確 ○古典の学習を振り返り、○繰り返し音読し、文の ・書き下し文で読むことができる。・訓読文で読むことができる。

１ 読しようとしている。 認する。 ねらいを理解させる。 読み方を理解しようとし

〈様相観察〉 ２漢文、漢詩の基礎知識を ○主な詩人や漢文の基礎 ている。

読：漢詩特有の調子を生かし 知る。 知識を理解させる。

て読むことができる。 ３李白の「静夜思」を音読 ○音読を繰り返し、読み

〈様相観察・ﾜｰｸｼｰﾄ１分析〉 する。 に慣れさせる。

１ 言：漢詩の基礎知識を想起で ４漢詩の知識を確認する。 ・漢詩の基礎的な語句を覚えてお ・漢詩の基礎的な語句を覚えて

きる。〈ワークシート２分析〉 ５「静夜思」を音読し、情 ○さまざまな訳詩を紹介 り、訳詩を作ることができる。 おり、訳詩を作り、作者の思い

読：漢詩の内容を理解した訳 景を理解し、訳詩を知る。 する。 を表現できる。

詩を作り、作者の思いを表現 ６訳詩を作り、作者の思い ○内容をふまえた上で、

できる。〈ﾜｰｸｼｰﾄ３分析〉 を考える。 自由に書かせる。

１ 読：漢詩の内容を理解した上 ７李白の「黄鶴楼～」を音 ○背景を解説文をもとに ・訳詩をふまえて、作者の思いを ・訳詩をふまえて、作者の思い

で訳詩と手紙を書き、作者の 読する。 理解させる。 手紙に書くことができる。 に共感しながら手紙を書くこと

本 思いをとらえることができ ８背景や内容を理解し、訳 ○作者の思いを入れなが ができる。

る。〈ワークシート４分析〉 詩を作り、発表する。 ら訳詩を作るように促す。

時 ９「手紙」を書き、作者の ○李白の立場になって、 ☆ C の状況の生徒への手だて 作者の思いと同様の体験が自

思いを考える。 手紙を書かせる。 分にもあるかどうか想起するように促す。

１ 読：漢詩の内容を理解した上 10 二編を音読し、その内 ○背景を解説文をもとに ・自分で訳詩を作り、作者の思い ・自分で訳詩を作り、作者の思

で訳詩を作り、作者の思いを の一編を選び、訳詩を作る。して理解させる。 や内容を理解することができる。 いや内容を理解し、友人の考え

まとめることができる。 11 グループで発表し合う。 ○同じ考えや異なる考え と比較して相違点や類似点に気

〈ワークシート５分析〉 12 作者の思いを考える。 をとらえさせる。 づくことができる。

言：訓読について理解してい 13 訓読の基本的な知識を ○返り点や送り仮名など、 ・昔の人の思いに気づくことがで ・昔の人の思いと今の人の思い

１ る。〈ワークシート６分析〉 確認し、音読する。 訓読についての基本を確 きる。 でものの見方や感じ方に共通す

読：漢詩を読んで、昔の人の 14 四編の漢詩を読み味わ 認させる。 るものがあることに気づくこと

心情をまとめることができ って、昔の人と今の人のも ○自分の体験を想起させ ができる。

る。〈ワークシート７分析〉 のの見方や感じ方を比較す る。

関：今回の学習を通して、古 る。 ○他の古典を読み、自分

典への関心を高めている。 の思いと比較しようとし

〈自己評価分析〉 ている。



五

本
時

平
成
二
十
二
年
十
月

日
（

）

校
時

二
年

組
教
室
（

３
／
５

）

１

本
時
の
具
体
の
評
価
規
準
・
評
価
方
法

漢
詩
の
内
容
を
理
解
し
た
上
で
訳
詩
と
手
紙
を
書
き
、
作
者
の
思
い
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
４
分
析
〉

２

資
料
等

①
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
４

②
黄
鶴
楼
の
写
真

③
自
己
評
価
表

３

本
時
の
指
導
計
画
・
評
価
計
画

学
習
活
動
・
内
容

Ａ
の
状
況
・
Ｂ
の
状
況

配
時

過
程

主
な
言
語
活
動

指
導
上
の
留
意
点

資
料

Ｃ
の
状
況
の
生
徒
へ
の
手
だ
て

形
態

（
分
）

導
入

１

前
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
○
本
時
の
目
標
を
確
認

①

一
斉

２

本
時
の
目
標
を
確
認
す
る
。

す
る
。

目
標

訳
詩
や
手
紙
を

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

作
者
の
思
い
を
と
ら
え

よ
う
。

展
開

２

範
読
を
聞
い
て
、
音
読
を

○
音
読
し
て
、
聞
い
た

①

一
斉

３

す
る
。

こ
と
が
あ
る
言
葉
が
あ

る
か
確
認
す
る
。

３

解
説
文
を
読
み
、
内
容
を

○
難
解
な
語
句
に
つ
い

②

一
斉

７

理
解
す
る
。

て
は
説
明
を
加
え
る
。

４

訳
詩
を
考
え
、
ま
と
め
る
。

○
グ
ル
ー
プ
で
訳
詩
を

①

個

５

ま
と
め
さ
せ
て
一
つ
作

↓

る
。

グ
ル

10

ー
プ

５

Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
っ
て
発
表
す

○
班
を
戻
さ
せ
、
発
表

①

る
。

者
以
外
は
、
聞
き
な
が

ら
メ
モ
を
と
ら
せ
る
。

一
斉

６

６

発
表
を
ふ
ま
え
て
、
作
者

○
李
白
の
立
場
に
な
っ

①

個

５

の
思
い
を
ま
と
め
る
。

て
、
孟
浩
然
へ
の
手
紙

を
書
か
せ
る
。

７

李
白
か
ら
孟
浩
然
へ
の
手

○
他
の
人
の
発
表
を
聞

①

Ａ

訳
詩
を
ふ
ま
え
て
、
作
者
の

一
斉

８

紙
を
発
表
す
る
。

く
こ
と
で
、
作
者
の
思

思
い
に
共
感
し
な
が
ら
手
紙
を
書

い
を
深
く
と
ら
え
さ
せ

く
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

Ｂ

訳
詩
を
ふ
ま
え
て
作
者
の
思

ま
と
め

８

本
時
の
活
動
を
振
り
返
る
。
○
作
者
の
思
い
を
と
ら

③

い
を
手
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

一
斉

３

え
る
こ
と
が
で
き
た
か

Ｃ
の
状
況
の
生
徒
へ
の
手
だ

確
認
さ
せ
る
。

て

９

次
時
の
予
告
を
聞
く
。

作
者
の
思
い
と
同
様
の
体
験

一
斉

１

が
自
分
に
も
あ
る
か
ど
う
か

想
起
す
る
よ
う
に
促
す
。


